
EM活用セミナー 開催のご案内

時下益々ご清栄のこととお害ぴ申し上げます。日頃より当会の活動に対し、ご理解とご協力を裁
き有離うございます。

さて私たちの周りの環境に目を向けますと、今年は、まだ梅雨も明けるか明けない内から、全国
各地で最高気湿の更新という現実の中で、私たちは、確実に地球混暖化に向かっているのではない
かと危惧せざるを得ません口 また、先日来の局地的な集中豪雨の被害の甚大さを知るにつけ、今こ
そ私たちの生活を根本から見直さなければならない時期に来ているのではないでしょうか？

こうした状況を踏まえ、ささやかながら日常生活の中ですぐに実践でき、環境に負荷をかけない
生活の為にできることを提案させて頂く亭を願い、本年もEM活用セミナー を計画致しました。
長年にわたる皆様方の地道なご努力のお蔭で、「環境問題」のみならず、志たちの命に直結する「自
然から学ぶ自然鹿法のあり方」や「食の安全性」にも、関心を持たれる方が増えてきております。
また、ここ島根県におきましても、Uタ ー ンやIタ ー ン等、実際に環境に配慮した農業に関わりを
持とうとする若者が増えつつあるという、女喜しいお話もお聞き致しております。

そこで、活動の一磨の広がりを願いつつ 、 下記の通りEMセミナー開催のご案内を差し上げま
す口詳しいスケジュ ールは別紙の通りです。

ご多［亡とは存じますが、この機会に是非、進化するEM技術の学びを深められ、あわせて会員各
位の親睦も深められればと願っております。ご参加お待ち致しております。

記

日 時 8月 25日（土曜日） 13時30分,..,_,8月26日（日曜日） 14時

会 場 島根県立吉少年の家
〒691-0074 出雲市小堺町1991-2

TEL(o 8 5 3)- 6 9 - 1 3 1 6 
参加費 7000円

申込締切 8月20日 当会事務局必着
・ 同封の申し込み用紙に必要事項をご記入の上、当会事務局へFAXまたは郵送下さい。
・参加費は同封の振込用紙にてお振り込み下さい。
・ 当日のキャンセルについては、参加蓑は返金いたしかねます。

（キャンセルは食亭の準備の都合上3日前までお受け致します）
以上



IEM活用セミヤ— スケジュ ーI�

鶏1 日目 (8 ij 25 日 土曜日）
1 2 : 3 0 受付開始
l 3 : 0 0 開会挨拶 オリエンテ ー ション
1 3 : 3 0 講毅I 「EM の基礎と応用」 山岡 宏光先生 （（株） EM 研究所）
14:49 休憩 コーヒ ー タイム
15:00 惹姜II 「EM 自然鹿法 20 年」 山根 隆先生 （島根環境浄化を進める会会長）
1 6 : 0 0 休憩
1 6 : 1 5 諾穎皿 「自然展法の新しい考え方と社会的意味」 原川 達雄先生

（元（公財）自然展法国際研究開発センター研究部長・自然塾代表）

1 7 : 1 5 移動 休憩 入浴
1 9 : 0 0 夕食（懇親会）
21:00 終了
2 2 : O O 就寝準備
22:30 消灯

纂2日目(8月26日 日曜8)
7:00 起床 洗面
7:30 朝食 休憩
8:30 諸姜N 「自然農法の栽培技術」 原） 11 連雄先生

（元（公財）自然展法国際研究開発センター研究部長・自然塾代表）
9:30 休憩
9:45 謂萎v

1 0 : 4 5 休憩

「アー シングとオールア ース」 水野 和行先生
日本写磁波協会インストラクタ ー （（株） EM 研究所）
コ ー ヒ ー タイム

1 1 : 0 0 罪姜VI 「食・醗酵について」 坂上 武先生（日本食品工業株式会社常務取締役）
12:00 昼食休憩
1 3 : 0 0 質疑応答（讚義全般）
1 4 : 0 0 閉会挨拶
14;10 終了（予定）



EM技術活用講座申込書

氏 名 年 齢 性 別

才
男・女

住 所 韮L

職 業 所属グループ 入 金

未・済

〔現在活動されている内容〕

瀑も勉強してみたい部門を選び、 0をお付け下さい。］

1. EMの活用 2. 畑作について

3. 水稲について 4. 環境について

0 参加費 7, 0 0 0 円
〇 申し込み締め切りは8月20日まで。 各支部または、 事務局に

お申し込み下さい。

※持参品：洗面用具・パジャマ ・ 増替え
島根環境浄化を進める会

松江市内中原町122

TEL·FAX 0852·27·5517 


